
 
 ◇7 月の聖句 ◇ 
  また、あなたの頭にかけて誓ってはならない。髪の毛一本すら、あなたは白くも黒くもできないからである。あなた

がたは、『然り、然り』『否、否』と言いなさい。それ以上のことは、悪いものから出るのである。 

                                   マタイ福音書５章 36～37 節  

                                                                      

7月例会 

 日時：2020年 7 月 14日 (火)19：00～ 

 場所：若松栄町教会 

         司会：髙橋 京子 ｳｨﾒﾝ 

１．開 会 点 鐘         会 長  

 ２．ワイズソング      一 同 

 ３．会 長 挨 拶      会 長  

 ４．連 絡 報 告  

 ５．聖 句 朗 読     髙橋 力 メン 

 ６．食 前 感 謝      

 ７. 歓    談 

                 

 ８．Happy Birthday! Happy Anniversary!  

   19 日：高橋真人メン                                

９．閉 会 点 鐘      会 長 

 

＜6 月例会出席状況＞ 

   在 籍 者 5名   ゲスト 0名 

   出 席 者 4名    

＊例会出席率 80％    

 

あ か べ こ       4,000円 

19-20 年度合計      ２７,000 円 

 
 

    

 

 

           

 

「変わらずに歩んで、がんぱっぺ！」 

               青山孝男 会長  

２７年目への歩みです。 

昨年の「歩みを止めず、まだまだ

頑張られる！」を念頭にした主題

ですが、新型コロナウィルス感染

症の拡大防止のため「新しい生活

様式」を実践しながらの活動とな

ります。長い期間となりそうです

が・・・・。 

１、メンバーの個性をワイズの力に！ 

個々のタラントを今年度も発揮できるようにしてい

きます。 

２、定着している活動を大切にし、地域との連携を 

継続していきます。 

３、会津という土地に育って！ 

この地に植えらたワイズという樹木も２７年となり 

ましたが、がんばっぺ！ 

地元会津若松市も新型コロナウィルス感染防止でイ 

ベント・会議などの中止や延期が発表されそれに伴 

って地区での行事も 11月まで中止となりました。 

感染が拡大しないように長丁場に備え「新しい生活 

様式」に切り替える必要があるとされ、日常生活の 

中で会津クラブは３つの基本行動を踏まえながら実 

施してていきたいと考えています。前年より縮小し 

た年になりますが、頑張っていきましょう！ 

           (次号は髙橋眞美さん) 

 

2020～2021 年度主題 

 

国 際 会 長 Jacob Kristensen (Denmark) 「価値観、エクステンション、リーダーシップ」 

アジア地域会長 David Lua (Singapore)    「変化をもたらそう」 

東日本区  理事 板村 哲也（東京武蔵野多摩） 「変化をたのしもう！」 

北 東 部  部長 南澤 一右（仙台青葉城）   「変化を楽しみながら新生北東部を創ろう！」                  

会津クラブ会長 青山 孝男           「変わらずに歩んで、がんばっぺ！」   

＜№297 会津通信＞ 

2020 年 7 月 14 日発行 

会 長 青山孝男 

副会長 髙橋眞美 

書 記 髙橋真人 

会 計 髙橋真人 

キックオフ 

・決算報告・予算書 

・会長主題・活動予定 

 

 

 

 

 

強い義務感を持とう 義務はすべての権利に伴う 

《例会》 

毎月第２火曜日 19：00〜21：00 

若松栄町教会 （☏0242-27-3944） 

 



理事通信 （東日本区より） 

理事メッセージ 

東日本区理事  板村  哲也

（東京武蔵野多摩） 

きわめてChallenging な年

が始まりました。理事とし

て、1 年間皆さまと共に東

日本区の運営を行ってまい

ります。どうぞよろしくお

願い致します。 

新型コロナウイルスは私た

ちに、ごく当たり前で、日ごろは余り気にしない

数々のことを強く思い出させました。 

一つは環境の変化への適応です。環境の変化に適

応しないと、即ち自分が変化しないと淘汰され、衰

退、滅亡するという厳しい現実です。それは生物も

人間も組織も同じで、歴史を見れば明らかなことで

す。ワイズも例外ではありません。変化を迫られて

います。 

もう一つは、苦しむのは一部の人たちではなく、

社会の全員であり、全員がお互いに助け合い、分か

ち合っていかねば生きていけないということです。

顔を合わせることが出来ない中でどのようにして

仲間と、そして社会と絆を保っていくかが求められ

ます。また、勤労奉仕型の貢献・社会活動ができな

い今こそ経済的な助け合い、分かち合いがより求め

られます。 

ワイズはまたコロナ禍で見失ってはいけない大

きな問題を抱えています。20 年後の東日本区はど

うなっているでしょうか。 

1997 年に1246 人だった会員が22 年後の2019

年 7 月に 849 名となりました。32%減少しました。

単純計算でこの減少率を今後の 20 年にあてはめ

ると、20 年後は 603 名となります。また別の計算

では、会員の平均年齢は今 65.3 才ですが、新入会

員がなくこれから 20 年たてば平均年齢は 85.3 才

で、その間の物故者が年間 10 名として 200 名減。

20 年後は平均年齢 85 才の会員 650 名の組織とな

ります。その時東日本区はどうなるでしょうか。 

会員減少という事象に潜む膨大な量の本質的な

問題点が指摘されています。これらの問題は一朝一

夕に解決できるものではありません。また多様な要

素を持つ Y’s では、解決策も一つではありません。

しかし Y’s メンバーひとりひとりが問題に真摯に

向き合い、それぞれで地道な努力をして行かねばな

らないと考えます。ひとりひとりの変化が、また各

クラブの変化が総和となってワイズ全体が変化、進

化していくと信じます。 

今私たちは、この環境を乗り越えるということと、

会員増強という二つの難題に取り組んでいかねば

なりません。行動する前にできないと思ってしまう

と、思った瞬間で全ておしまいになってしまい、何

も生じません。チャレンジしかありません。やって

みれば何か新たなもの、進化したものが生まれてく

ると信じます。ポジティブ思考で危機を乗り越えて

行きましょう。 

 

 

会 津 だ よ り 
◇第 24 期理事の就任式を Zoom で。 

 2020 年 6 月 29 日（月）19：00～19：30、YMCA 同

盟会館 JRM 

会議室（2F）

にて、理事

就任式・引

継ぎ式が 

執り行われ

Zoomを通じ

て様子を見

ることがで

きました。 

 参加者は、山田敏明区理事、板村哲也新理事、小

山久恵 新書記、司会は利根川恵子元東日本区理事、

司式は藤井 寛敏元国際会長とのこと。 

  

◇「第 34回少年の主張会津若松大会」共催 

 2020 年 8 月 6 日（木）午後 2 時より会津若松市

文化セン

ターで開

催されま

す。今年

度は新型

コロナウ

ィルス感

染拡大の

影響も大

きいこと

から、小中学校の意向を踏まえ、中学生部門を参加

希望校のみで実施するようになりました。小学生部

門は開催できる状態にないとの判断で中止にした

とのことです。 

 また、一般公開は行わず表彰式についても後日実

施することになりました。運営としては演題から客

席までの距離を充分にとり、発表ごとに演題とマイ

クの消毒を行います。関係入場者に対しても検温・

手指消毒と全員マスク着用で臨みます。（写真は第

30回表彰式） 

 

◇ユニークダンス令和 2 年度総会 

 2020 年 7 月 29 日（水）午後 6 時 30 分より 

  海鮮料理 海神（中町 2-58）にて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★今後の予定★ 

    ☆ 8月例会（CS）  ☆☆ 

    8 月 18 日（火） 

    


